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１．はじめに（ここから2段組、見出しはMSゴシック）
　（本文はMS明朝9pt）
　ここでは、研究の背景や研究の意義、必要性について述べる（東北 1999, Tohoku 2005）。特に先行研究に関しての記載を引用をしながら行うこと（伊藤2015a、Sakai 2001）。また関係する研究グループの研究成果で不十分であった点や(伊藤2015b, Sato 2010)、本論文で扱う内容がどういったところに特徴があるのかに関して記載する。
（1行空ける）
２．実験方法
　（本文はMS明朝9pt）
　ここでは、研究を行う際に用いた実験装置や材料、研究の方法や手順について記載する。装置の特徴や先行研究で使った方法との違いも含めて、本論文で扱う実験手法に関して記載する。
（1行空ける）
３．結果と考察
　（本文はMS明朝9pt）
ここでは、実験を行った結果など研究成果について記述する。実験を行った条件や、得られた結果について説明を行うとともに、その結果から導かれた新しい事実についても記載する。ばらばらな実験事実を列記するだけではなく、一つ一つの実験結果から導かれた結果をもとに、次の実験を行っていく道筋を示したり、予想された結果と違う結果についてはその理由について考察を行う。
考察に関しては、実験条件が適正であったかもふくめ、別途考慮しなければいけない事項について検討を行ったり、理論と結果の対比を行うことを通じ、論文での主張点を明確にしていくことが重要である。
（1行空ける）
４．結論
　（本文はMS明朝9pt）
ここでは、本論文で行った研究の内容をまとめ、内容を簡潔に記述する。研究手段や結果の特徴や結果をまとめる。
（1行空ける）
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　（本文はMS明朝9pt）
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図1　図のタイトル
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表のタイトルは表の上、MSゴシック8ptで中央揃え
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